
個性を尊重し、認め合う時代にふさわしい空間を考えて

たどり着いた一つの答えが「シェア」するということ。

いつもと違うテーブルでの打ち合わせが盛り上がったり、

軽く腰掛けての何気ないトークが大きなヒントになったり。

空間や時間をともに過ごすことで、

型にはまらない、新しい発想が生まれるかもしれません。

あらゆる人に心地良い空間で

多様性社会にふさわしい空間を。
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使用製品　トルー→ P 0 8 0　ソワレ→ P 1 3 2
 ST 9 1 2・F T 7 3 4→ P 2 8 7・3 2 7


